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気象観測用ロケット CAMUI 打上げ実験のお知らせ 

 この打上げ実験は、平成 16、17年度経済産業省「地域新生コンソー

シアム研究開発事業」に採択された「ハイブリッドロケットによる成

層圏観測、微小重力環境提供事業の創出」プロジェクトで開発された

無火薬式小型ロケット「CAMUIロケット」の打上げ環境におけるエン

ジン作動実証実験を目的として、到達高度 10 km 規模で実施するもの

です。実験目的および内容の詳細につきましては添付資料をご参照く

ださい。取材希望等のお申し込み、お問合せにつきましては下記実施

担当者（NPO 法人北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC））まで

お願い致します。 
 
日 時： 平成 19年 8月 4日（土） AM 7:30頃 

注： 天候等の理由により延期の場合 
8/5（日）AM 6:00頃に実施。 

場 所： 大樹町多目的航空公園より海寄りの町有地 
本 部： 大樹町多目的航空公園（帯広空港から車で 40分） 
 http://www.town.taiki.hokkaido.jp/koukuu.nsf/ 
実施担当： NPO法人 北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC） 
問合せ先： NPO法人 北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC） 

副理事長 伊藤 献一 
TEL: 011-708-1617 FAX: 011-708-1185 
携帯 090-2690-9115 E-mail: office@hastic.jp 

ロケットの技術的な問合せは下記 開発担当者までお寄せ下さい。 
北海道大学大学院工学研究科 機械宇宙工学専攻 教授 永田晴紀     
E-mail: nagata@eng.hokudai.ac.jp 
TEL/FAX: 011-706-7193 

（取材のお申し込み） 

実験場所までのアクセスは狭い未舗装路のみで、駐車スペース（15台）も限られています。実験に支

障が生じないよう車両の乗り入れを制限いたします。取材場所は射点より 200mの地点を予定しておりま

す（打上げ準備中は近くからの取材が可能です）。取材には必ず添付の申込書により事前に取材申し込み

を頂けますようお願い申し上げます。 

（一般見学） 

一般の方の見学も可とします。打上げの 30分前には海岸までの進入路を閉鎖しますので、海岸での見

学を希望される場合は 6:50までに航空公園にお出でください。航空公園での機体準備作業（前日の午後）

も見学・取材頂けます。ただし機密保持のため見学を制限することがあります。

異常燃焼の頻発により平成 18 年 3 月と 7 月に相次いで実施見送りとなった実用気象観
測用小型ロケット「CAMUI 型ハイブリッドロケット」の打上げ実験を、8 月 4 日早朝、北海
道大樹町で実施します。 （取材お申し込みのお願い）

プレスリリース  H19 年 7月 11 日
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ハイブリッドロケット打上げ実験 取材申込書 

平成 19年 7月  日 
NPO法人 北海道宇宙科学技術創成センター（HASTIC） 
副理事長 伊藤 献一 宛 
（FAX 011-708-1185 E-mail: office@hastic.jp） 
 
会社名；                   
 

下記事項を了承の上取材申込いたします 
記 

・ロケット技術に関する秘密保持の必要があると判断される場合は取材制限が有り得る事 
・保安区域内での取材においては打上げスタッフ作業の支障をきたさないよう留意する事 
・保安区域内においては打上げスタッフの安全管理上の指示に従う事 
・取材中の機材の破損及び取材者の身体の補償については自己の責任において処理する事 
・取材中は NPO法人 北海道宇宙科学技術創成センター発行の確認書を携帯する事 
・取材担当者はヘルメット装着、迅速な行動の可能な服装、靴を着用する事 
 
取材担当者 
役 職 名 氏   名 担当業務 

 
 

 記者 
ディレクター等 

 
 

 
カメラ 

 
 

 
音声 

   
   
車両の乗り入れ（１台のみ）： （ ）希望する （ ）希望しない 
 希望する場合、車種：（               ） 
 
※ ロケット発射地点の保安区域内での各社取材者は原則として３名以内とさせて頂きます。 
 
連絡先；取材許可書の送付先 

   郵便番号：         

アドレス：                                    

   TEL：               

   FAX：               

   E-mail：              

   当日取材責任者名          携帯電話番号             
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推力 250 kgf級 CAMUI型ハイブリッドロケット打上げ実験計画 
 
 
1. はじめに 
経済産業省の事業である「地域新生コンソー

シアム研究開発事業」採択テーマとして，H16
～17 年度の 2 箇年にわたり北海道大学機械宇宙
工学専攻の永田晴紀教授をプロジェクトリーダ

ーとして行われた「ハイブリッドロケットによ

る成層圏観測，微小重力環境提供事業の創出」

プロジェクトの成果を受けて，NPO 法人・北海
道宇宙科学技術創成センター（HASTIC）は，2006
年 3月と 7月に，到達高度 10 kmで打上げ実証
試験を計画したが、異常燃焼の頻発という技術

的課題を克服することができず，相次いで実施

見送りとなった．その後の研究により異常燃焼

の原因を特定することに成功し，これを解決し

た新型 CAMUI ロケット（CAMUI-80P）の到達
高度 1 km打上げ実証試験に 2006年 12月に成功

した．今回，気象観測用途を目指した機体であ

る推力 250 kgf級ロケット（CAMUI-250S）によ
り、高度 10 km 到達と音速の突破を目指す．試
験場所としては，北海道大樹町多目的航空公園

近くの海岸に射点を設け，大樹町沖合約 5 kmの
海上で機体を回収する．以下は，打上げ実証実

験の内容について記述するものである． 
 

2. 試験目的 
・ 超音速飛行環境における詳細な飛行デー

タの取得 
・ 推力 250 kgf級ハイブリッドロケット（気
象観測クラス機体）打上げ技術の実証 

 
3. 打上げ実験の概要 
実験構想を図 1 に示す．大樹町航空公園そば

ストリーマにより減速

GPS情報送信

GPS情報連絡

回収

回収船

ビーコン発信

射点
指令所

警戒区域
事前安全確認

警戒区域

監視船B

監視船A

 
図１ 試験構想図

添付資料
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の海岸からハイブリッドロケットを角度 80°前
後（風向および風速に応じて最適値を選択）で

海側に打上げる．ロケットは最高高度 10 km に
到達後，ランチャ離脱をトリガーとして作動し

たタイマーによりストリーマ（リボン状の減速

装置）を放出する．これにより 20～30 m/sまで
減速しながら降下し，海上に着水する．着水目

標点は海岸から 5 kmである． 
着水目標点を中心として半径 5 kmの円を警戒
区域とする．打上げ実験に先立ち，小型飛行機

により警戒区域に立ち入る可能性が有る船舶が

存在しないことを確認する．小型飛行機が陸側

に退避したことを確認後，打上げを実施する． 
機体には GPS 受信機および送信機が搭載され，
機体の位置情報（緯度および経度）を地上局に

送信する．機体発見のバックアップ用として，

ビーコン発信機およびシーマーカーも搭載する．

液体酸素タンクおよびヘリウムタンクの浮力に

より，機体が水没することは無いと予想してい

る． 
着水位置を確認後，回収船により機体を回収

する．回収時の機体の重量は 30 kg程度である．

ノズル部に固定されたストリーマを引っ掛け，

船上に引っ張り上げる．回収した機体を大樹漁

港で陸揚げし，大樹町多目的航空公園で分解・

データの取り出しを行う． 
打上げ実験場所および警戒区域を図 2に示す．
射点は北緯 42度 30分 21秒，東経 143度 27分
27秒である．射点から半径 500 mを保安区域と
し，関係者以外の立ち入りを制限する． 
 
4. 日程 
打上げ日時は 2007年 8月 4日（土）午前 7:30
の予定である．7:00 より航空機による安全確認
を開始し，監視船および回収船を所定の位置に

配置する．航空管制との調整により，午前 8:00
迄には実験を終了することになっている．打上

げから着水までの時間は 10分足らずであること
から，実験実施可能時間は午前 7:50までとなる． 
風速が 5 m/sを超える場合，航空機からの視程
が確保できない場合，および海上が荒れている

場合は実験を中止する．予備日として 8/5（日）
を確保しているが，この日も試験を実施できな

い場合は，今回の実験実施を見送る予定である． 

射場

警戒区域 着水目標

5 km

0.5 km

監視船Ａ

監視船B

回収船

保安区域

 

図２ 実験実施場所および警戒区域

添付資料
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5. 機体の概要 
機体の構成を図３に示す．全長および外径は

約 3.6 mおよび 160 mmとなる．ポリエチレンと
液体酸素の組合せを推進剤とする高推力ハイブ

リッドロケットである CAMUI型ハイブリッド
ロケットを使用する．火薬類を使用しないため

安全であり，液体燃料を使用しないため海上汚

染の恐れも無い．液体酸素は直ぐに気化して無

くなるため，海上から回収される機体はプラス

チックが充填された円筒（主要部は繊維強化プ

ラスチック）である．打上げ時重量 38 kg，回収
時重量約 30 kgである． 
 
6. 機体回収の方法 
着水した機体は，ヘリウムタンクおよび液体

酸素タンクの浮力により海上を浮遊している．

ヘリウムタンクとエンジン構造体とは機体外殻

および配管により連結されているが，機体の破

損によりエンジン部分のみが水没するのを防止

するため，ヘリウムタンクとエンジン構造体と

をワイヤーでも連結しておく． 
機体には GPS 受信機および送信機が搭載され，
打上げから着水に至るまでの機体の位置情報を

リアルタイムで地上局に送信する．これにより

着水位置の緯度および経度を確定することがで

きる．回収船により着水位置に向かう．機体の

ノズル部には減速用のストリーマが取り付けら

れているので，これを鉤棒で引っ掛け，機体を

船上に引っ張り上げる．このときの機体の重量

は約 30 kgである． 
GPS 情報の受信に失敗した際のバックアップ
用に，下記による機体捜索手段も確保しておく． 
・ ビーコン発信機を機体に搭載する． 
・ シーマーカーを機体に搭載し，着水時に放出

するようにする． 
 
謝辞 
 試験の実施に当たっては大樹漁業協同組合お

よび大樹町役場の皆様に多大なご協力を頂きま

す．札幌管制，釧路管制，および東京航空局帯

広空港出張所の皆様には航空管制情報の発行に

ついてご尽力頂きました． 

赤平市や大樹町の皆様を始めとして，多くの

方々からも本研究には多大なご支援，ご声援を

頂いています．合わせてここに心より感謝の意

を表します． 
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図３ 機体の構成 


